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3

月

定
例
会

神河町人口 ( 令和 5 年 3 月 31 日現在 )
10,559 人

町債残高（借金） 財政調整基金残高（貯金）

122 億 5,905 万円 15 億 9,718 万円

町民一人あたり 116 万 1,004 円 15 万 1,262 円

（一般会計）

（前年度比 7.3％増）

　

第
１
１
１
回
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
24
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
委
員
会
報
告
、
諸
報
告
に
続
き
、
町
か
ら
は
条
例
制
定
４
件
、
条
例
改
正
６
件
、

補
正
予
算
10
件
、
当
初
予
算
14
件
、
承
認
１
件
、
最
終
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
発
議
１

件
、
発
委
２
件
を
合
わ
せ
計
38
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
条
例
制
定
１
件

（
第
２
号
議
案
）
は
否
決
、
そ
れ
以
外
は
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

90億8400万円
 附帯決議を付けて！

令和５年度一般会計予算
 神河町議会 初めての

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３

月
24
日
の
本
会
議
で
賛
成
９
名
、
反
対

１
名
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

可
決
後
、
新
規
事
業
で
あ
る
「
Ｊ
Ｒ

播
但
線
利
用
促
進
事
業
」
の
執
行
に
つ

い
て
、
公
平
・
公
正
な
事
業
執
行
に
努

め
る
よ
う
求
め
る
内
容
の
附
帯
決
議
案

が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、

議
長
を
除
く
全
議
員
の
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

決
議
内
容

　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
は
地
域
住
民
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
公
共
交
通
で
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
播
但
線
利
用
促
進
事
業
の
各
補
助
要

綱
を
再
度
精
査
し
、
公
平
公
正
な
事
業

執
行
に
努
め
、
真
に
利
用
促
進
に
繋
が

る
事
業
展
開
を
望
む
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

　

反
対
討
論　

藤
森
正
晴

　
や
る
気
・
根
気

　
　
　

本
気
に
〟喝
〝！

　

旧
粟
賀
小
学
校
跡
地
整
備

事
業
の
公
園
・
図
書
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
に
着
手
す
る
。

後
の
運
営
や
維
持
管
理
に
お

い
て
も
不
透
明
で
あ
り
、
財

政
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
利
用
促
進
事

業
の
利
用
補
助
に
つ
い
て
も

一
部
の
人
達
で
あ
り
、公
平
・

公
正
で
な
い
。
改
善
の
必
要

が
あ
る
。

　

人
口
減
少
対
策
、
企
業
誘

致
に
お
い
て
も
、
進
ま
な
い

予
算
で
あ
る
。
事
業
に
取
り

組
も
う
と
す
る
思
い
が
伝

わ
っ
て
こ
な
い
。

　

良
い
と
こ
ろ
は
伸
ば
し
、

職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
向

上
育
成
を
図
り
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
げ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
、
何
を
し

て
い
る
の
か
。
や
る
気
・
根

気
・
本
気
に
“
喝
”
を
入
れ

た
い
。

　

若
い
職
員
と
一
体
と
な
っ

て
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

す
べ
き
で
あ
る
。

附帯決議とは
議案を議決する際に付け加
えられる議会の要望のこと
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町税の状況
款 項 令和 5 年度

予算額
令和 4 年度

予算額 増 減 額

1 町　　　 税 1,838,005 1,777,442 60,563
1 町 民 税 480,083 489,326 △ 9,243
2 固定資産税 1,256,884 1,186,451 70,433
3 軽自動車税 47,555 45,872 1,683
4 町たばこ税 53,018 55,353 △ 2,335
5 鉱 産 税 465 440 25

（単位：千円）

令和 5 年度　会計別当初予算額の状況
( 単位：千円 )

一 般 会 計
歳　入

90億8,400万円

一 般 会 計
歳　出

90億8,400万円

入るお金

出るお金

90億8400万円
 附帯決議を付けて！

令和５年度一般会計予算
 神河町議会 初めての

 会 計 区 分 総　額

一　般　会　計 9,084,000

特
　
別
　
会
　
計

介 護 療 育 支 援 事 業 64,173

国 民 健 康 保 険 事 業 1,386,257

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 206,315

介 護 保 険 事 業 1,488,546

土 地 開 発 事 業 87,636

訪 問 看 護 事 業 156,820

産 業 廃 棄 物 処 理 事 業 52,505

寺 前 地 区 振 興 基 金 2,509

長 谷 地 区 振 興 基 金 2,383

浄 化 槽 事 業 61,610

企
業
会
計

水道事業 (3 条支出予定額 ) 421,139

下水道事業 (3 条支出予定額 ) 613,431

公立神崎総合病院事業(3条支出予定額) 3,618,567

合　　計 17,245,891

企業会計の 3 条支出予定額とは収益的収支
予算（経営本体の事業予算）の支出予定額
のことを指す。

そ　の　他
4 億 3,452 万円

4.7%

町　　債
8 億 2,540 万円

9.0%

県支出金
5 億 8,807 万円

6.5%

国庫支出金
7 億 5,939 万円

8.3% 依存財源依存財源
68.9%68.9%

地方交付税
36 億 5,000 万円

40.3%

そ　の　他
5 億 7,608 万円

6.4%

繰　入　金
4 億 1,253 万円

4.5%

町　　税
18 億 3,801 万円

20.2%

自主財源自主財源
31.1%31.1%

議　会　費
8,746 万円

　0.9%
総　務　費

19 億 5,182 万 円
21.5%

民　生　費
15 億 4,231 万円

17.0%

衛　生　費
16 億 9,592 万円

　18.7%
農林水産業費

5 億 2,729 万円
　5.8%

商　工　費
2 億 1,652 万円

　2.4%

土　木　費
6 億 1,132 万円

　6.7%

消　防　費
2 億 7,007 万円

　3.0%

教　育　費
9 億 634 万円

10.0%

予　備　費
1,000 万円

　0.1%公　債　費
12 億 6,495 万円

　13.9%
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令和５年度一般会計予算の視点

３つの「まちづくり」を目指して

ＪＲ播但線利用促進事業ＪＲ播但線利用促進事業 急性期医療ＩＣＴ連携急性期医療ＩＣＴ連携
ネットワークサービス事業ネットワークサービス事業

粟賀小学校跡地整備事業粟賀小学校跡地整備事業
　長谷駅利用促進事業等を　長谷駅利用促進事業等を
統合し、駅敷地内の道路等統合し、駅敷地内の道路等
の整備及び利用者補助を実の整備及び利用者補助を実
施し、ＪＲ播但線の利用促施し、ＪＲ播但線の利用促
進を図る。進を図る。

事業費：1080 万円事業費：1080 万円
・特急はまかぜ利用促進・特急はまかぜ利用促進
　補助　補助
　（個人利用 3/10(6000 円 /　（個人利用 3/10(6000 円 /
　年限度）、４人以上の団　年限度）、４人以上の団
　 体 利 用 1/2（48000 円 /　 体 利 用 1/2（48000 円 /
　年限度））　年限度））
・ＪＲ播但線利用促進補助・ＪＲ播但線利用促進補助
　（65 歳未満２人以上・65　（65 歳未満２人以上・65
　歳以上１人可 1/2（3000　歳以上１人可 1/2（3000
　円 / 月限度））　円 / 月限度））
・遠距離通勤・通学等補助・遠距離通勤・通学等補助
　（50㎞以上または寺前～　（50㎞以上または寺前～
　和田山間の定期券購入相　和田山間の定期券購入相
　当額を補助（5000 円 /　当額を補助（5000 円 /
　月限度））　月限度））

〈１〉
ハートが賑わうまちづくり

・ＪＲ播但線利用促進事業
・農業再生推進事業
・林業再生推進事業
・商工業者事業継続支援
　事業
・若者世帯住宅補助事業

　搬送患者の情報を消防・　搬送患者の情報を消防・
地域基幹病院と連携するこ地域基幹病院と連携するこ
とで、治療対応を迅速かつとで、治療対応を迅速かつ
的確に行う。的確に行う。
　また、受け入れ先救急病　また、受け入れ先救急病
院での対応が難しい場合、院での対応が難しい場合、
大学病院間での医師対医師大学病院間での医師対医師
のコンサルトや遠隔によるのコンサルトや遠隔による
手術支援を実施する。手術支援を実施する。
　二次搬送の際には患者の　二次搬送の際には患者の
情報を事前に共有すること情報を事前に共有すること
で、迅速な受け入れが可能で、迅速な受け入れが可能
となり、患者救命率の向上となり、患者救命率の向上
を目指す。を目指す。

事業費：3000 万円事業費：3000 万円

〈２〉
ハートが安らぐまちづくり

・急性期医療ＩＣＴ連携
　ネットワークサービス事業
・出産・子育て応援給付金
　事業
・河川環境整備事業
・脱炭素化施策展開事業

　粟賀小学校跡地に、若者　粟賀小学校跡地に、若者
世代、子育て世代から高齢世代、子育て世代から高齢
者世代まで「ゆっくりとし者世代まで「ゆっくりとし
た時間や空間を感じる」こた時間や空間を感じる」こ
とができる多世代交流型のとができる多世代交流型の
公園・図書コミュニティ施公園・図書コミュニティ施
設を建設する。設を建設する。

・事業年度：令和５年度〜・事業年度：令和５年度〜
　６年度　６年度
・整備費：８億円・整備費：８億円
・延床面積：841.65㎡・延床面積：841.65㎡
　（図書閲覧室一般用・児　（図書閲覧室一般用・児
　童子育て用、会議・研修　童子育て用、会議・研修
　室、イベントスペース、　室、イベントスペース、
　コミュニティコモンズほ　コミュニティコモンズほ
　か）　か）
・敷地面積：18660.88㎡・敷地面積：18660.88㎡
　（芝生広場、散策の庭、　（芝生広場、散策の庭、
　ちびっこの庭、健康の庭、　ちびっこの庭、健康の庭、
　駐車場、駐輪場、大型遊　駐車場、駐輪場、大型遊
　具ほか）　具ほか）

〈３〉
ハートが繋がるまちづくり

・粟賀小学校跡地整備事業
・地域自治協議会設置運営
　事業
・男女共同社会推進事業
・第２次長期総合計画後期
　基本計画策定事業

新規新規 新規新規
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農業再生推進事業農業再生推進事業

林業再生推進事業林業再生推進事業

目　　的：限られた町内農地の保全目　　的：限られた町内農地の保全
事業内容：地域住民等が行う農地の管理、保全に資する活動を支援事業内容：地域住民等が行う農地の管理、保全に資する活動を支援

１　畦畔管理省力化支援１　畦畔管理省力化支援
　　　対象：認定農業者等農業の担い手　　　対象：認定農業者等農業の担い手
　　　　ほ場内、ほ場隣接畦畔への防草シート設置補助（材料費）　　　　ほ場内、ほ場隣接畦畔への防草シート設置補助（材料費）
　　　　補助率 1/2　補助金の上限額 20 万円 / 件（年１回限り）　　　　補助率 1/2　補助金の上限額 20 万円 / 件（年１回限り）

２　再生困難農地の復元等支援２　再生困難農地の復元等支援
　　　対象：認定農業者等農業の担い手、区、集落営農組織　　　対象：認定農業者等農業の担い手、区、集落営農組織
　　　　抜根、除草等、荒廃農地の復元、景観、周辺への影響改善　　　　抜根、除草等、荒廃農地の復元、景観、周辺への影響改善
　　　　補助率 10/10　補助金の上限 1 万円 /ａ（年１回限り）　　　　補助率 10/10　補助金の上限 1 万円 /ａ（年１回限り）

３　保全管理農地の活用支援３　保全管理農地の活用支援
　　　対象：認定農業者等農業の担い手、区、集落営農組織　　　対象：認定農業者等農業の担い手、区、集落営農組織
　　　　復元農地の管理、植栽への継続支援　　　　復元農地の管理、植栽への継続支援
　　　　補助率 10/10　補助金の上限 1 万円 /ａ（年１回限り）　　　　補助率 10/10　補助金の上限 1 万円 /ａ（年１回限り）

目　　的：森林・林業の再生、健全化を図る目　　的：森林・林業の再生、健全化を図る
　　　　　町花・町木により、里山の景観を向上させ、町の魅力を高める　　　　　町花・町木により、里山の景観を向上させ、町の魅力を高める

事業内容事業内容
１　広葉樹林再生にむけての試験伐採業務１　広葉樹林再生にむけての試験伐採業務
　　　　　　予算額：300 万円予算額：300 万円
　　　　広葉樹林の更新伐 ( 約１ha) の試験伐採を実施し、　　　　広葉樹林の更新伐 ( 約１ha) の試験伐採を実施し、萌萌

ほうほう

芽芽
がが

更新等の天更新等の天
　　　　然更新の状況を継続調査していく。　　　　然更新の状況を継続調査していく。
　　　　広葉樹林の更新伐補助制度創設を検討していく。　　　　広葉樹林の更新伐補助制度創設を検討していく。

２　町花・町木植栽再生業務２　町花・町木植栽再生業務
　　　　　　予算額：269 万 9000 円予算額：269 万 9000 円
　　　　町花・町木の植栽・再生を進める。　　　　町花・町木の植栽・再生を進める。
　　　　町花「桜」の山（桜華園）の再生に向けて、サクラとモミジの植栽　　　　町花「桜」の山（桜華園）の再生に向けて、サクラとモミジの植栽
　　　　（0.5ha、250 本） を行う。　　　　（0.5ha、250 本） を行う。

新規新規

新規新規
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固
定
資
産
税
の
償
却
資

産
の
増
額
理
由
は
。

大
河
内
発
電
所
の
タ
ー

ビ
ン
増
設
、
減
免
が
終

了
し
た
製
造
業
の
事
業
所
２

件
分
で
増
額
に
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
播
但
線
利
用
促
進

事
業
で
、
補
助
対
象
を

新
野
駅
、
寺
前
駅
、
長
谷
駅

の
い
ず
れ
か
を
発
着
地
と
し
、

北
へ
50
㎞
以
上
の
制
約
を
し

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

播
但
線
利
用
促
進
の
焦

点
に
な
っ
て
い
る
路
線

が
寺
前
か
ら
和
田
山
間
な
の

で
、
区
間
の
距
離
設
定
は
し

な
い
。

Ｊ
Ｒ
播
但
線
利
用
促
進

事
業
の
目
的
が
播
但
線

の
利
用
促
進
な
の
か
、Ｊ
Ｒ

の
利
用
促
進
な
の
か
、遠
距

離
通
勤
者
支
援
な
の
か
分

か
ら
な
い
。要
綱
の
趣
旨
を

は
っ
き
り
し
て
い
た
だ
き

た
い
。目

的
は
、
Ｊ
Ｒ
播
但
線

の
利
用
促
進
で
あ
る
。

現
在
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い

方
に
利
用
を
促
す
こ
と
を
基

本
に
考
え
て
い
る
。

神
戸
大
学
寄
附
講
座
へ

３
３
０
０
万
円
と
神
戸

大
学
医
学
研
究
科
腎
泌
尿
器

科
先
端
医
療
技
術
開
発
に

３
０
０
０
万
円
の
計
上
が
あ

る
が
、神
戸
大
学
か
ら
常
勤
・

非
常
勤
医
師
の
派
遣
実
績
は

あ
る
の
か
。

寄
附
は
、
あ
く
ま
で
医

学
の
研
究
医
療
の
向
上

の
た
め
に
行
う
も
の
で
、
医

師
派
遣
の
た
め
で
は
な
い
が
、

結
果
的
に
整
形
外
科
医
の
派

遣
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

川
上
線
で
10
時
か
ら
15

時
ま
で
の
間
デ
マ
ン
ド

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
時
間
帯
の
コ
ミ
バ
ス
路
線

が
柏
尾
地
内
で
減
便
さ
れ
、

住
民
の
公
共
交
通
手
段
が
な

く
な
っ
て
い
る
。
作
畑
新
田

線
と
上
小
田
線
も
同
様
に
な

る
な
ら
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

運
行
経
路
は
今
か
ら
検

討
す
る
。
コ
ミ
バ
ス
が

減
便
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

の
対
策
も
検
討
し
た
い
。

現
在
、民
生
協
力
員
に

は
３
年
間
で
３
０
０
０

円
の
謝
礼
と
な
っ
て
い
る
が
、

協
力
員
に
対
す
る
処
遇
等
を

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

処
遇
の
改
善
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
協
力
員

の
謝
礼
を
３
年
後
の
退
職
時

か
１
年
毎
に
す
る
か
も
併
せ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
ぐ
る
み
健
診
受
診
料

を
自
己
負
担
な
し
で
受

診
で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え

は
な
い
か
。

全
員
の
検
診
を
無
料
に

す
る
の
は
難
し
い
。
た

だ
、
が
ん
の
発
生
率
の
高
い

年
齢
に
検
診
を
受
け
て
い
た

だ
く
よ
う
に
節
目
検
診
の
無

料
化
を
実
施
し
て
い
る
。

農
業
再
生
推
進
事
業
で
、

畦
畔
管
理
省
力
化
支
援

の
対
象
が
認
定
農
業
者
等
農

業
担
い
手
の
み
で
、
区
、
集

落
営
農
組
織
は
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
理
由
は
。

認
定
農
業
者
等
農
業
担

い
手
は
、
個
人
か
ら
契

約
に
基
づ
き
預
か
っ
て
営
農

し
、
ど
ん
ど
ん
耕
作
面
積
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
い
う

の
が
大
き
な
趣
旨
で
あ
る
の

で
、
認
定
農
業
者
等
農
業
担

い
手
を
対
象
と
し
て
い
る
。

防
草
シ
ー
ト
の
耐
用
年

数
は
何
年
か
。
ま
た
、

耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
も
う
一

度
防
草
シ
ー
ト
を
張
り
た
い

場
合
は
自
己
負
担
に
な
る

の
か
。防

草
シ
ー
ト
の
耐
用
年

数
は
、
５
年
と
し
て
い

る
。
耐
用
年
数
経
過
以
降
は
、

再
度
、
補
助
申
請
も
可
能
と

考
え
て
い
る
。

予
算
審
議

予
算
審
議

主
な
主
な
QQ
&&
AA

一
般
会
計

歳 

入
歳 

出

民
生
費

総
務
費

農
林
水
産
業
費

衛
生
費

JR 播但線
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昨
年
度
と
比
べ
て
、
か

み
か
わ
夏
ま
つ
り
の
委

託
料
１
５
０
万
円
の
増
額
理

由
は
。国

道
の
乱
横
断
対
応
警

備
費
の
増
額
と
１
０
０
０

発
の
花
火
打
ち
上
げ
経
費
の

増
額
で
あ
る
。

河
川
環
境
整
備
事
業

で
、
区
か
ら
予
算
計
上

し
て
い
な
い
河
川
環
境
整
備

の
要
望
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

県
に
も
要
望
を
出
し
て

い
る
が
、
不
特
定
箇
所

も
含
め
て
町
で
予
算
計
上
し

て
い
る
。

防
災
備
蓄
品
の
ア
ル

フ
ァ
化
米
や
飲
料
を
機

会
あ
る
ご
と
に
使
用
し
、
新

た
に
購
入
す
べ
き
で
は
な

い
か
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
で
、
な
か
な

か
防
災
訓
練
も
で
き
な
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
防
災
訓
練
も

定
期
的
に
実
施
で
き
る
と
思

う
の
で
、
そ
う
い
う
方
向
で

進
め
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
で
、

１
０
２
万
３
０
０
０
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
児
童
数
も

減
少
し
、
予
備
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
も
あ
る
中
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
何
の
目
的
で
購
入
す
る

の
か
。タ

ブ
レ
ッ
ト
の
バ
ッ
テ

リ
ー
交
換
や
修
繕
が
増

え
て
き
て
い
る
。
令
和
５
年

９
月
で
保
守
契
約
期
間
が
終

了
す
る
の
で
、
在
庫
状
況
も

踏
ま
え
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
の
運
営
に
支
障
が
で
な
い

よ
う
に
購
入
す
る
。

毎
年
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
委
託
料
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
委
託
の
範

囲
は
、
生
活
支
援
協
議
体
が

設
立
さ
れ
て
以
降
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
な
の
か
。

生
活
支
援
協
議
体
が
立

ち
上
が
ら
な
く
て
も
、

生
活
支
援
協
議
体
に
関
わ
る

よ
う
な
福
祉
や
助
け
合
い
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
部
分
で
一
緒
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
る
。

カ
ク
レ
畑
の
土
地
は
、

現
在
、
㈱
木
栄
が
管
理

さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
一
手

を
役
場
も
主
体
的
に
考
え
た

の
か
。ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
テ

レ
ワ
ー
ク
が
で
き
る
よ

う
な
小
さ
な
ロ
グ
ハ
ウ
ス
的

な
も
の
を
建
て
、
都
市
部
の

事
業
者
等
を
対
象
と
す
る
研

修
施
設
を
つ
く
れ
な
い
か
計

画
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
㈱
木
栄
の
計

画
が
実
現
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
。

漏
水
対
策
等
を
さ
れ
て

い
る
が
、
水
道
の
有
収

率
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

こ
こ
数
年
の
経
過
は
。

有
収
率
は
若
干
悪
く

な
っ
て
い
る
。　
　
　

　

積
極
的
に
水
道
本
管
の
更

新
事
業
を
行
っ
て
お
り
本
管

の
漏
水
は
少
な
く
な
っ
た
が
、

本
管
か
ら
宅
内
へ
の
引
き
込

み
ま
で
の
給
水
管
で
漏
水
が

多
い
。
令
和
４
年
度
か
ら
本

管
工
事
に
合
わ
せ
て
給
水
管

も
更
新
を
行
っ
て
い
る
。

経
営
強
化
プ
ラ
ン
と
病

院
独
自
の
中
期
経
営
計

画
か
ら
引
き
継
ぐ
経
営
改
善

計
画（
仮
称
）が
あ
る
。今
後
、

病
院
の
改
革
は
ど
ち
ら
の
計

画
に
重
点
を
置
い
て
進
ん
で

い
く
の
か
。

大
き
な
枠
で
経
営
改
善

計
画
（
仮
称
）
が
あ
る
。

そ
の
中
に
経
営
強
化
プ
ラ
ン

も
入
っ
て
く
る
形
で
考
え
て

い
る
。

商
工
費

消
防
費

教
育
費

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

土
地
開
発
事
業
特
別
会
計

公
立
神
崎
総
合
病
院
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

土
木
費

防災備蓄品

タブレットを操作する児童
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議
案
審
議

議
案
審
議

条
例
制
定

〔
自
転
車
等
の
放
置
防
止
に

関
す
る
条
例
〕

賛
成
少
数
で
否
決
！

　

駐
輪
場
以
外
で
の
駐
輪
は
、

歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
や
、

景
観
に
も
支
障
が
で
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
転
車
等
の
放

置
を
防
止
し
、
良
好
な
環
境

を
維
持
す
る
た
め
に
条
例
制

定
を
す
る
も
の
で
す
。

　

付
託
審
査
を
行
っ
た
民
生

福
祉
常
任
委
員
会
で
の
【
原

案
否
決
】
を
受
け
、
本
会
議

で
討
論
、
採
決
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
条
例
で
定
め

る
条
項
の
内
容
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

反
対
討
論　

澤
田 

俊
一

条
例
案
に
不
備
が
あ
る

　

新
野
駅
周
辺
等
に
放
置
自

転
車
等
が
あ
り
、
条
例
制
定

が
必
要
な
こ
と
は
理
解
す
る
。

　

条
例
は
町
の
ル
ー
ル
で
あ

り
、
町
民
に
分
か
り
や
す
い

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

放
置
禁
止
区
域
の
指
定
の

規
定
が
な
い
。
利
用
者
に
具

体
的
に
協
力
を
求
め
る
た
め

に
、
新
野
駅
前
周
辺
・
寺
前

駅
前
周
辺
な
ど
区
域
を
明
確

に
指
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

町
が
撤
去
・
保
管
し
た
自

転
車
等
を
売
却
で
き
る
規
定

や
、
保
管
さ
れ
た
自
転
車
等

を
利
用
者
が
引
き
取
る
際
に
、

撤
去
に
要
し
た
経
費
の
負
担

を
求
め
る
規
定
も
な
い
。

　

ま
た
、
条
例
を
提
案
す
る

前
に
、
町
が
駅
前
に
駐
輪
場

を
設
置
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

民
間
の
駐
輪
場
の
利
用
を
お

願
い
す
る
旨
の
表
示
が
必
要

で
あ
る
。
自
転
車
で
来
訪
さ

れ
る
方
の
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン

ド
等
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。 　

賛
成
討
論　

吉
岡 

嘉
宏

決
定
的
な
問
題
の
あ
る
条
例

で
は
な
く
可
決
す
べ
き

　

こ
の
条
例
制
定
の
発
端
は

Ｊ
Ｒ
新
野
駅
周
辺
の
放
置
自

転
車
や
民
間
の
駐
輪
場
に
駐

輪
し
な
い
自
転
車
等
が
毎
日

30
台
程
度
駐
輪
し
て
あ
り
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

る
。
他
の
自
治
体
も
同
様
の

条
例
を
制
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
大
き
な
問
題
の
あ

る
よ
う
な
条
例
で
は
な
い
。

　

上
位
法
で
は
、
自
治
体
で

条
例
を
制
定
後
、
放
置
自
転

車
等
を
撤
去
す
る
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、
条
例
制
定

前
に
撤
去
し
た
こ
と
は
良
く

な
い
こ
と
だ
が
、
明
ら
か
に

放
置
自
転
車
と
思
わ
れ
る
も

の
は
１
か
月
以
上
の
周
知
期

間
を
設
け
、
防
犯
登
録
を
調

査
し
、
そ
れ
で
も
所
有
者
が

判
明
し
な
い
４
か
月
以
上
放

置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
や
む

を
得
ず
寺
前
地
内
の
町
有
地

に
保
管
。
弁
護
士
に
問
い
合

わ
せ
て
、
問
題
な
い
こ
と
も

確
認
済
み
。
こ
の
ま
ま
可
決

す
べ
き
条
例
で
あ
る
。

条
例
制
定

〔
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
〕

　

行
政
の
高
度
化
、
多
様
化

及
び
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
す

る
中
で
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
行
政
運
営
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
、
専
門
的
知
識
や

経
験
、
優
れ
た
見
識
を
有
す

る
人
材
の
採
用
を
図
り
な
が

ら
、
適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
、
最
長

５
年
の
期
限
付
き
で
採
用
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

〔
国
民
健
康
保
険
条
例
〕

　

健
康
保
険
法
施
行
令
及
び

国
民
健
康
保
険
組
合
規
約
例

で
、
令
和
５
年
４
月
１
日
よ

り
出
産
育
児
一
時
金
の
額

を
40
万
８
０
０
０
円
か
ら

48
万
８
０
０
０
円
に
引
き
上

げ
る
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
町
も
同
様
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

〔
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
〕

　

令
和
４
年
10
月
、
国
の
関

係
府
省
で
「
こ
ど
も
の
バ
ス

送
迎
・
安
全
プ
ラ
ン
」
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
、
令
和
４
年

12
月
に
バ
ス
送
迎
に
あ
た
っ

て
の
安
全
管
理
の
徹
底
に
係

る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
町
条
例
に
つ
い
て
も

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

〔
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
〕

　

園
児
等
の
通
園
や
園
外
活

動
等
の
た
め
に
自
動
車
を
運

行
す
る
際
、
園
児
等
の
乗
降

車
の
際
に
点
呼
等
の
方
法
に

よ
り
、
園
児
等
の
所
在
確
認

す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
規

定
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

〔
建
設
残
土
砂
等
処
分
地
設

置
条
例
〕

　

ニ
ガ
竹
処
分
地
の
受
入
容

量
が
満
杯
に
近
づ
い
た
た
め
、

受
入
日
は
毎
週
水
曜
日
の
１

回
の
み
に
、
ガ
レ
キ
等
の
受

入
量
は
お
お
む
ね
１
ｔ
以
内

ま
で
に
、
搬
入
料
金
は
令
和

５
年
10
月
１
日
か
ら
搬
入
車

両
の
車
検
証
に
記
載
の
あ
る

貨
物
最
大
積
載
量
の
数
値

１
０
０
㎏
に
つ
き
３
０
０
円

に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
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承
認

〔
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱

の
策
定
〕

　

第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱

の
改
革
テ
ー
マ
は
、「
地
方

創
生
の
流
れ
に
乗
っ
た
一
歩

踏
み
込
ん
だ
改
革
」
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
行

財
政
改
革
を
停
滞
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
将
来
世
代
へ
の
過

度
の
財
政
負
担
を
残
さ
な
い

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

実
現
す
る
た
め
に
、
４
つ
の

基
本
方
針
を
付
し
、
新
た
な

大
綱
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

４
つ
の
基
本
方
針

①
時
代
に
即
し
た
効
率
・
効

果
的
な
組
織
体
制
の
構
築

と
人
材
育
成

②
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

推
進

③
公
共
施
設
等
の
適
正
な
管

理
・
運
営
の
推
進

④
参
画
と
協
働
に
よ
る
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

発
委

〔
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
〕

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

新
し
い
個
人
情
報
保
護
法
に

基
づ
き
、
全
国
的
な
ル
ー
ル

が
直
接
議
会
に
適
用
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
議
会
ご
と
に
独

自
の
個
人
情
報
保
護
制
度
を

設
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
同

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

〔
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与

基
準
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
〕

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
人

口
が
多
く
森
林
面
積
が
少
な

い
大
都
市
に
多
く
配
分
さ
れ
、

基
金
へ
の
積
立
が
多
い
傾
向

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

森
林
面
積
の
多
い
市
町
が

必
要
な
森
林
整
備
を
実
施
す

る
た
め
に
は
多
く
の
財
源
が

必
要
で
あ
り
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
森
林
環
境
譲
与
税

が
配
分
さ
れ
る
よ
う
、
譲
与

基
準
の
在
り
方
の
検
討
、
森

林
予
算
の
確
保
・
充
実
を
強

く
求
め
る
た
め
、
国
へ
意
見

書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

　森林環境譲与税は、温室効果ガス排出削減や自然災害の防止等を図るため、森林整備等に
必要となる地方財政を安定的に確保する観点から創設され、２０１９年度より地方自治体へ
の譲与が開始されている。

　譲与基準としては、総額の１０分の５を私有林人工林面積、１０分の２を林業従事者数、
１０分の３を人口で按分して譲与するとされており、その結果、森林面積が少ないにもかか
わらず、人口が突出して多い大都市に対する配分額が過度に高くなる仕組みとなっていると
ともに、森林面積が少ない自治体ほど基金への積み立てが多い傾向が見受けられる。

　一方、山間部の市町では、次世代のために放置森林や所有者不明森林対策等独自に特色あ
る施策を展開しており、譲与を予定されている以上の財源が必要であるとの声が多い状況で
ある。

　よって、国におかれては、森林環境譲与税の創設経緯や目的に鑑み、森林環境譲与税が森
林整備等に一層活用されるよう、対象を民有林としたり、森林が多い山間地の市町村に森林
環境譲与税の配分を抜本的に強化したりするなど、自治体の円滑な事業推進のために譲与基
準の在り方について検討すること、加えて国の一般会計における林業予算を拡充することを
強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　令和５年３月２４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県神崎郡神河町議会

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書
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議案等の審議結果
◆全員賛成で可決・承認した議案等◆　

議案番号 件　　名

第１号 神河町一般職の任期付職員の採用等に関する条例制定の件

第３号 神河町個人情報の保護に関する法律施行条例制定の件

第４号 神河町情報公開・個人情報保護審査会に関する条例制定の件

第５号 神河町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定の件

第６号 神河町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例制定の件

第７号 神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

第８号 神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

第９号 神河町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

第１０号 神河町建設残土砂等処分地設置条例の一部を改正する条例制定の件

第１１号 令和４年度神河町一般会計補正予算（第９号）

第１２号 令和４年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

第１３号 令和４年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

第１４号 令和４年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

第 15 号 令和４年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第４号）

第１６号 令和４年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第２号）

第１７号 令和４年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第２号）

第１８号 令和４年度神河町水道事業会計補正予算（第４号）

第１９号 令和４年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）

第２０号 令和４年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第４号）

第２２号 令和５年度神河町介護療育支援事業特別会計予算

第２３号 令和５年度神河町国民健康保険事業特別会計予算

第２４号 令和５年度神河町後期高齢者医療事業特別会計予算

第２５号 令和５年度神河町介護保険事業特別会計予算

第２６号 令和５年度神河町土地開発事業特別会計予算

第２７号 令和５年度神河町訪問看護事業特別会計予算

第２８号 令和５年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算

第２９号 令和５年度神河町寺前地区振興基金特別会計予算

第３０号 令和５年度神河町長谷地区振興基金特別会計予算

第３１号 令和５年度神河町浄化槽事業特別会計予算

第３２号 令和５年度神河町水道事業会計予算

第３３号 令和５年度神河町下水道事業会計予算

第３４号 令和５年度公立神崎総合病院事業会計予算

発議番号 件　　名

第１号 令和５年度神河町一般会計予算に対する附帯決議

発委番号 件　　名

第１号 神河町議会の個人情報の保護に関する条例制定の件

第２号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

承認番号 件　　名

第１号 第３次神河町行財政改革大綱の策定の件

議案番号 件　　名
賛 

成

反 

対

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
小
島
木
村
澤
田
葊
納
安
部
吉
岡
松
岡
藤
森
藤
原
欠
番
栗
原
小
寺

第２号 神河町自転車等の放置防止に関する条例制定の件 1 9 否決 × × × × × ○ × × × － × －

第２１号 令和５年度神河町一般会計予算 9 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ －

◆賛否の分かれた議案等◆　

・・○は賛成、×は反対です。１２番、小寺議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。
・・１０番は欠番となっています。
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【
区
長
会
か
ら
の
テ
ー
マ
】

①
区
長
会
と
町
議
会
の
連
携

②
人
口
減
少
に
対
す
る
対
応

（
移
住
・
若
者
世
帯
施
策
）

 

・
議
員
は
近
く
て
遠
い
存
在

で
あ
る
。
住
民
の
声
を
拾

い
上
げ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
希
望
す
る
。

 

・
40
区
全
区
で
行
う
意
見
交

換
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

 

・
議
員
も
町
長
懇
談
会
に
出

席
し
て
ほ
し
い
。

 

・
働
け
る
場
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
れ

ば
嬉
し
い
。

 

・
郷
土
愛
を
育
む
教
育
を
希

望
す
る
。

【
議
会
か
ら
の
テ
ー
マ
】

①
議
員
の
な
り
手
不
足

②
女
性
議
員
の
創
出

 

・
議
会
だ
け
で
は
な
く
、
例

え
ば
区
の
役
員
も
な
り
手

が
不
足
し
て
い
る
。

 

・
議
員
の
魅
力
を
町
民
に
対

し
て
も
っ
と
発
信
す
べ
き

で
あ
る
。

 

・
土
日
議
会
、
夜
間
議
会
な

ど
現
役
世
代
で
も
参
画
で

き
る
体
制
が
必
要
で
は
な

い
か
。

 

・
女
性
の
区
長
も
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
区
も
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

・
住
民
の
声
を
聞
く
場
を

も
っ
と
つ
く
る
べ
き
で

あ
る
。

 

・
婦
人
会
な
ど
の
団
体
が
あ

れ
ば
、
町
民
同
士
の
交
流

の
場
が
で
き
る
と
思
う
。

【
議
会
で
の
協
議
結
果
】

全
区
で
意
見
交
換
会
が
開
催

で
き
な
い
か
。

　

広
く
公
募
し
行
政
区
に
限

ら
ず
、
各
種
団
体
等
と
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
す
。

区
長
会
と
議
会
と
の
懇
親
会

を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

　

改
め
て
区
長
会
に
議
会
か

ら
申
し
入
れ
を
し
、
要
望
が

あ
れ
ば
喜
ん
で
お
受
け
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

町
長
懇
談
会
に
議
員
も
出
席

し
て
ほ
し
い
。

　

町
長
に
申
し
入
れ
を
し
、

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
に
相
談
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

　

神
河
町
議
会
公
式
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
広
報
公
聴
活
動
調
査

特
別
委
員
会
で
調
査
・
検
討

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
意
見
交
換
会

が
開
催
で
き
ず
、
議
会
と
住

民
と
の
距
離
が
空
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

町
内
各
種
団
体
や
数
人
の

グ
ル
ー
プ
の
皆
様
と
遠
慮
な

く
意
見
交
換
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
議
会

事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

区長会と意見交換会を開催！
１月24日 大河内エリア／１月27日 神崎エリア

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
難
し
か
っ
た
意
見
交
換
会
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
区
長
会
・

議
会
双
方
か
ら
問
題
提
起
し
、
そ
れ
ぞ
れ
３
グ
ル
ー
プ
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
全

体
会
で
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
大
変
有
意
義
な
意

見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

意見交換会の様子

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
主
な
意
見
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常
任
委
員
会
は
、
３
か
月

ご
と
に
各
課
事
業
の
進
捗
状

況
と
重
要
事
業
の
調
査
を
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

２
月
15
日
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
で
文
部
科
学
省
か
ら

「
学
校
の
卒
業
式
で
は
児
童
、

生
徒
は
マ
ス
ク
を
着
用
せ
ず

に
出
席
す
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
。」と
通
知
が
あ
っ
た
が
、

当
町
の
対
応
は
。

神
河
中
学
校
の
卒
業
式

は
、
公
立
高
校
入
試
の

直
前
で
あ
る
た
め
、
終
始
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
行
う
。
各

小
学
校
で
は
、
三
世
代
同
居

家
庭
で
の
高
齢
者
へ
の
感
染

の
心
配
が
あ
る
た
め
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
が
、
入
退
場
や

卒
業
証
書
授
与
な
ど
児
童
が

会
話
し
な
い
場
面
で
は
マ
ス

ク
を
外
す
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

長
谷
幼
稚
園
の
休
園
が

続
い
て
い
る
。
長
谷
地

区
の
幼
児
は
増
え
て
い
る

が
、
長
谷
幼
稚
園
に
入
園
し

な
け
れ
ば
長
谷
小
学
校
は
存

続
で
き
な
い
。
未
就
学
児
の

保
護
者
の
意
向
は
聞
き
取
り

し
て
い
る
か
。

長
谷
小
学
校
の
存
続
か

統
合
で
、
未
就
学
児
の

保
護
者
の
意
向
は
半
々
で
あ

る
。
３
歳
児
が
６
人
ほ
ど
い

る
の
で
期
待
し
て
い
る
。
長

谷
幼
稚
園
を
開
園
で
き
そ
う

な
感
触
も
掴
ん
で
い
る
。
今

後
、
事
前
の
聞
き
取
り
等
も

行
い
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

●
徹
心
寺
山
門
（
県
指
定
文

化
財
・
福
本
）
の
茅
葺
屋
根

の
葺
き
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

適
正
公
平
な
課
税
の
実

施
と
収
納
率
向
上
に
向

け
て
精
力
的
に
徴
収
を
行
っ

て
い
る
が
、
上
下
水
道
料
金

な
ど
他
課
の
滞
納
分
に
つ
い

て
も
連
携
し
て
い
る
の
か
。

年
に
４
回
、
滞
納
整
理

委
員
会
を
開
催
し
、
各

課
の
課
長
と
担
当
者
が
滞
納

状
況
を
確
認
し
情
報
共
有
し

て
い
る
。

　

税
務
課
が
滞
納
者
と
納
税

相
談
を
行
う
と
き
は
、
他
課

に
も
滞
納
が
な
い
か
確
認
し
、

共
に
対
応
し
て
い
る
。

＊
資
金
収
支
計
画
と
公
金
の

出
納
管
理
は
的
確
に
処
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

は
資
金
繰
り
の
た
め
の
金
融

機
関
か
ら
の
一
時
借
入
金
が

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
資
金
管

理
が
よ
く
で
き
て
い
ま
す
。

工
事
等
の
入
札
結
果
の

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
が
あ
ま
り
に
も
遅
い
。

年
度
当
初
に
も
申
し
入
れ
た

が
改
善
さ
れ
な
い
。
各
事
業

者
か
ら
入
札
結
果
を
早
く
知

り
た
い
と
の
苦
情
が
非
常
に

多
い
。
早
急
に
改
善
を
求
め

る
。

言
い
訳
の
し
よ
う
が
な

い
。
早
急
に
改
善
す
る
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
文
字
放
送
な
ど

情
報
発
信
の
内
容
の
更
新
が

遅
れ
て
い
る
た
め
、
迅
速
に

対
応
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ

ま
し
た
。

教　

育　

課

総　

務　

課

会　

計　

課

委
員
会

委
員
会
のの

　
　
　

　
　
　

活
動
活
動

総
務
文
教
常
任
委
員
会

税　

務　

課

マスクを着用し卒業式に出席する神河中学校３年生

葺き替えの様子
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２
月
９
日
開
催

　

病
院
経
営
改
善
対
策
本
部

会
議
で
は
、
病
院
と
地
域
の

関
わ
り
方
の
深
化
や
、
医
師

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
性
化
を
図
る
工
夫
が
必

要
な
こ
と
、
ま
た
患
者
へ
の

医
師
の
対
応
に
つ
い
て
意
識

改
革
の
見
直
し
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

待
ち
時
間
が
長
い
こ
と

や
医
師
の
対
応
に
つ
い

て
指
導
さ
れ
て
い
る
が
、
現

状
は
ど
う
か
。

診
察
の
待
ち
時
間
が
長

い
の
は
救
急
の
患
者
を

受
け
入
れ
た
場
合
に
診
察
が

止
ま
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の

理
由
を
お
知
ら
せ
す
る
。

　

会
計
担
当
者
が
電
話
の
対

応
も
し
て
い
る
の
で
、
会
計

窓
口
で
待
ち
時
間
が
長
く
な

る
と
き
も
あ
る
。

　

医
師
の
意
識
改
革
や
組
織

の
見
直
し
を
す
る
た
め
、
コ

ン
サ
ル
を
導
入
し
て
改
革
を

進
め
た
い
。

●
生
活
支
援
協
議
体
設
置
の

区
は
14
区
、
地
域
支
援
員
が

決
定
し
た
区
は
６
区
で
す
。

●
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
支
給
事
業
は
、
妊
娠
期
か

ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫

し
て
伴
走
型
の
相
談
支
援
と

経
済
的
支
援
を
一
緒
に
す
る

も
の
で
す
。
妊
娠
１
回
に

５
万
円
、
出
生
児
１
名
に

５
万
円
の
現
金
給
付
金
が
あ

り
ま
す
。
本
年
度
で
は
、
約

60
名
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
検
査
無
償
化
事

業
は
令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
だ
が
、
町
と
し
て
の
方
針

は
。

令
和
４
年
度
で
事
業
は

終
了
す
る
。
５
年
度
の

予
算
措
置
は
し
て
い
な
い
。

　

な
お
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

は
ま
だ
在
庫
が
あ
る
の
で
活

用
し
た
い
。

● 

消
防
審
議
会
で
団
員
の

報
酬
・
出
動
手
当
を
審
議
す

る
予
定
で
す
。
消
防
庁
か
ら

基
準
額
の
改
正
通
知
が
あ
り
、

当
町
も
引
き
上
げ
の
方
向
で

検
討
し
て
い
ま
す
。

●
次
期
ご
み
処
理
施
設
計
画

で
、
今
後
、
ご
み
処
理
施
設

整
備
事
業
者
選
定
委
員
会
の

開
催
、
交
差
点
及
び
道
路
協

議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

中
播
消
防
署
の
建
て
替

え
で
、
令
和
４
年
12
月

中
に
３
町
長
が
意
志
決
定
し

地
元
に
説
明
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
現
状
と
今
後
の

予
定
は
。

広
域
的
な
も
の
な
の
で
、

３
町
合
意
で
進
め
て
い

く
が
、
足
並
み
が
揃
っ
て
い

な
い
。
現
時
点
で
は
方
向
性

が
示
せ
な
い
。
決
ま
り
次
第

早
急
に
対
応
し
た
い
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業

　

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

金
額
が
国
の
改
正
に
よ
り
、

現
行
40
万
８
０
０
０
円
が

48
万
８
０
０
０
円
に
な
り

ま
す
。

現
地
視
察

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
終

了
後
に
、
鍛
治
区
ニ
ガ
竹
の

建
設
残
土
砂
等
処
分
地
の
現

地
視
察
を
行
い
、
工
事
の
進

捗
状
況
、
今
後
の
受
入
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

大
山
処
理
区
へ
の
下
水
道

施
設
統
廃
合
工
事
に
つ
い
て
、

吉
冨
区
へ
住
民
説
明
会
を
行

い
、今
後
、地
元
隣
保
住
民
へ

の
説
明
会
を
実
施
予
定
で
す
。

大
山
処
理
区
へ
の
下
水

道
施
設
統
廃
合
工
事

で
、
近
隣
の
方
へ
の
臭
気
の

問
題
を
丁
寧
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
大
き
な
反
対

は
も
う
な
い
と
考
え
て
よ
い

の
か
。統

合
の
理
解
は
い
た
だ

い
て
い
る
。
臭
気
に
つ

い
て
も
、
消
臭
剤
で
抑
え
る

な
ど
方
法
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。広

域
連
携
を
す
れ
ば
神

河
町
の
水
道
料
金
が
安

く
な
る
の
か
。
実
際
に
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。

人
口
減
の
状
況
か
ら
も

水
道
料
金
を
安
く
す
る

の
は
難
し
い
。

　

下
水
道
は
将
来
的
に
広
域

下
水
道
で
姫
路
市
へ
つ
な
げ

た
ら
と
話
し
て
い
る
。

公
立
神
崎
総
合
病
院

健
康
福
祉
課

住
民
生
活
課

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

上
下
水
道
課

ニガ竹建設残土砂等処分地工事
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２
月
３
日
開
催

　

１
月
24
日
、
25
日
に
10
年

に
一
度
と
い
う
寒
波
に
よ
る

積
雪
が
あ
り
、
除
雪
対
応
に

多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。各

区
に
配
付
さ
れ
て
い

る
融
雪
剤
は
、
誰
が
使

用
し
て
も
良
い
こ
と
を
知
っ

て
い
る
住
民
は
少
な
い
。
住

民
に
周
知
す
べ
き
で
な
い
か
。

町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る
。

　

地
籍
調
査
事
業
は
、
順
調

に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

か
ん
ざ
き
大
黒
茶
屋
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ

れ
て
い
る
神
河
菓
子
「
春
を

待
つ
森
の
し
ず
く
」
セ
ッ
ト

が
ひ
ょ
う
ご
の
農
と
く
ら
し

研
究
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
、
新
た
に
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
加

わ
り
ま
し
た
。

就
農
人
口
の
減
少
と
高

齢
化
に
よ
り
、
農
業
の

在
り
方
を
考
え
直
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
が
、
町
独
自
の

農
業
施
策
の
取
組
は
あ
る

の
か
。地

域
計
画
で
農
地
を
ど

の
よ
う
に
管
理
し
て
い

く
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

今
ま
で
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン

で
も
考
え
て
き
た
が
、
今
後

は
地
域
の
意
向
を
聞
く
中
で

施
策
を
ど
う
進
め
て
い
く
か

考
え
て
い
き
た
い
。

　

関
西
電
力
㈱
Ｐ
Ｒ
館
（
エ

ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
お
お
か
わ

ち
）
が
２
月
26
日
で
閉
館
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
関

西
電
力
㈱
、
神
河
町
、
地
域

住
民
の
三
者
で
協
議
し
、
施

設
、
土
地
を
有
効
に
利
活
用

し
、
地
域
の
振
興
発
展
に
寄

与
し
て
い
た
だ
け
る
業
者
を

幅
広
く
公
募
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
事
業

　

山
田
区
で
予
定
さ
れ
て
い

た
ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
工
場

事
業
が
中
止
と
な
り
、
山
田

区
、
地
権
者
、
関
係
者
へ
事

業
主
の
㈱
Ｋ
Ｔ
Ｓ
と
状
況
説

明
と
謝
罪
に
行
き
ま
し
た
。

山
田
区
の
意
見
の
中
で
、

「
役
場
の
事
業
だ
か
ら

信
頼
し
て
い
た
の
に
、
支
援

は
す
る
け
れ
ど
事
業
に
は
関

与
で
き
な
い
と
は
無
責
任
で

は
な
い
の
か
」、「
役
場
に
対

し
て
信
用
は
な
い
」
と
の
意

見
が
あ
る
が
、
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。

住
民
は
、
行
政
が
関

わ
っ
て
い
る
か
ら
安
心

と
判
断
さ
れ
る
が
、
町
が
事

業
主
体
で
な
い
た
め
関
与
は

で
き
な
い
。
反
省
す
べ
き
点

も
あ
る
。
一
定
の
ル
ー
ル
を

持
っ
て
行
い
信
頼
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
。

指
定
管
理
施
設
関
係

（
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形
）

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を

キ
ャ
ン
プ
場
に
用
途
変

更
す
る
と
聞
い
た
が
ど
う
か
。

町
と
し
て
は
今
の
形
で

の
使
用
を
お
願
い
し
た

い
と
指
定
管
理
者
へ
指
導
し

て
い
る
。

粟
賀
小
学
校
跡
地
整
備
事
業

施
設
内
の
緑
地
帯
の
管

理
は
ど
う
す
る
の
か
。

ま
た
、
収
入
源
は
あ
る
の
か
。

建
物
や
緑
地
帯
の
管
理

は
、
今
か
ら
の
検
討
課

題
で
あ
る
。

　

収
入
源
は
、
広
場
を
使
っ

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
出
店

等
の
使
用
料
金
で
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
事
業

　

２
月
１
日
か
ら
川
上
線
に

お
い
て
、
デ
マ
ン
ド
交
通
試

験
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

利
用
者
状
況
は
ど
う
か
。

登
録
者
数
は
、
２
月
３

日
時
点
で
87
名
で
、
平

日
の
10
時
か
ら
15
時
の
間
を

運
行
し
て
い
る
。
現
時
点
で
、

１
日
利
用
者
数
は
１
～
２
人

で
あ
る
。

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い
課

建　

設　

課

農
林
政
策
課

地　

籍　

課

産
業
建
設
常
任
委
員
会

グランドゴルフ場

春を待つ森のしずく

各区設置の融雪剤
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みなさんの　　　　を声
町政に

　一般質問は、住民から重大な関心と期待を持たれるもので、議員
が執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針などについて説明・
報告を求め、議員自らも政策提言を行い、政治姿勢を明らかにするものです。
質問する議員は、町長に事前に質問内容を通告します。時間は質問、答弁
合わせ１人１時間以内となっています。質問した議員それぞれが原稿を起こ
し、議会だよりに掲載しています。( １人１ページ )

ページ 質問者（登壇順） 質　問　事　項 ケーブルテレビ
再放送

16 藤森正晴 議員
①旧粟賀小学校跡地整備事業の公園・図書コミュニティ施設
　の着手と今後は。
②「書かない窓口・待たない窓口」の設置を望む。

5 月 9 日（火）
午後 7：00 ～

17 吉岡嘉宏 議員
①空き家の定住促進住宅化の推進は。
②ニガタケ処理場の今後は。
③女性リーダー塾の開設を。

5 月 9 日（火）
午後 8：00 ～

18 小島義次 議員
①学校・園（所）等の防犯対策を問う。
②中学校の屋外トイレの設置について問う。
③「神河町立学校通学費等の支給に関する条例」の考え方を問う。
④持続可能な町施策の方針を問う。

5 月 10 日（水）
午後 7：00 ～

19 木村秀幸 議員 ①旧粟賀小学校跡地整備（公園・図書コミュニティ施設整備）
　事業について。

5 月 10 日（水）
午後 8：00 ～

　

今回の登壇者は 4人でした。

　

  

主
な
議
会
日
程

５　

月

17
日
（
水
）
産
業
建
設
常
任
委
員
会

19
日
（
金
）
人
権
文
化
推
進
特
別
委
員
会

22
日
（
月
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会

30
日
（
火
）
民
生
福
祉
常
任
委
員
会

６　

月

7
日
（
水
）
議
会
運
営
委
員
会

13
日
（
火
）
定
例
会
（
提
案
・
質
疑
等
）

16
日
（
金
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
託
議
案
）

20
日
（
火
）・
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

定
例
会
（
一
般
質
問
）

27
日
（
火
）
定
例
会
最
終
日
（
採
決
）

            　
　
　

※
こ
の
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　希望される方は、本会議当日に議
場入り口の傍聴人受付票に住所、氏
名等を記入し、受付箱に投函してく
ださい。なお、団体での傍聴を希望
される場合は事前に事務局までご連
絡をください。

本会議等の傍聴について
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５
０
４
件
の
意
見
書
が

提
出
さ
れ
た
。
町
長
の

所
信
表
明
に
「
町
民
の
皆
様

一
人
ひ
と
り
の
意
見
を
大
切

に
町
政
の
推
進
を
図
る
」
と

あ
る
が
、
思
い
を
問
う
。

町
長

全
て
の
意
見
を
調
整
し

な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
に

と
っ
て
よ
り
良
い
施
設
づ
く

り
に
な
る
よ
う
に
可
能
な
限

り
意
見
を
反
映
し
た
。

　
　
　
　
　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

か
ら
６
８
５
名
の
署
名

で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備

の
要
望
書
が
出
さ
れ
た
。
多

く
の
集
客
に
よ
る
財
源
確
保

の
思
い
も
含
ま
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

町
長

建
物
や
公
園
を
含
め
る

と
面
積
的
に
無
理
が
あ
り
、

協
会
の
方
々
と
議
論
を
し
、

了
解
を
い
た
だ
い
た
。

な
ぜ
基
本
設
計
の
前
に

町
民
へ
の
意
見
を
求
め

な
か
っ
た
の
か
。
順
序
が
逆

で
は
な
い
か
。

町
長

跡
地
活
用
は
、
校
区
周

辺
の
皆
様
と
協
議
し
て
進
め

て
い
く
の
を
基
本
と
し
て
い

る
。
地
域
の
方
と
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
の
基
本
設
計

で
あ
り
、
さ
ら
に
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
の
募
集
で
あ
る
。

若
い
職
員
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
完
成

ま
で
任
し
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

施
設
を
と
思
う
が
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

や
免
許
証
な
ど
を
ス

キ
ャ
ン
し
て
本
人
確
認
を
行

い
申
請
書
等
を
作
成
す
る

「
書
か
な
い
窓
口
」
で
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
望
む
が
。

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

課
長

　

若
い
職
員
の
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
に
参
画
、
意
見
交
換
し
、

機
会
が
持
て
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長

全
国
的
に
自
治
体
窓
口

は
Ｄ
Ｘ
の
取
組
が
始
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
国
と

連
動
し
な
が
ら
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

藤森  正晴 議員
地元検討委員会ワークショップで協議し、
　　　　　　　　　　実施設計にと進めた。

Q旧粟賀小学校跡地整備事業に多くの
　意見書が提出されたが反映されたのか

町 長

ひとこと
若いパワー
に期待

Q
町 長

「書かない窓口」の設置を

システムがその域に
達していない状況である。

図書・コミュニティ施設（内装イメージ）
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空
き
家
の
定
住
促
進
住
宅
化

の
推
進
は

令
和
３
年
に
本
村
区
地

内
に
２
軒
、
栗
区
地
内

に
１
軒
の
計
３
軒
の
空
き
家

を
町
費
で
リ
フ
ォ
ー
ム
し
定

住
促
進
空
き
家
住
宅
と
し
て

入
居
募
集
し
、
３
軒
と
も
入

居
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
１
軒

で
も
い
い
か
ら
町
内
で
空
き

家
対
策
と
人
口
増
の
取
組
と

し
て
継
続
し
て
実
施
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

町
が
直
営
で
空
き
家
改

修
す
る
の
で
な
く
、
補

助
制
度
で
支
援
す
る
形
が
適

当
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

 

・
役
場
直
営
の
改
修
だ
か
ら

と
の
安
心
感
が
町
民
は
あ
り

ま
す
。
そ
の
辺
り
を
考
慮
し

て
も
ら
う
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

ニ
ガ
タ
ケ
処
理
場
の
今
後
は

令
和
４
年
度
～
６
年
度

に
造
成
仕
上
げ
工
事
が

進
ん
で
い
る
が
、
仕
上
げ
工

事
後
は
閉
鎖
に
な
る
の
か
。

閉
鎖
に
な
る
な
ら
代
替
案
は
。

満
杯
に
近
づ
い
て
い
る

の
で
最
終
工
事
と
し
て

安
定
勾
配
を
取
っ
た
り
排
水

工
事
を
し
て
い
る
。
現
在
は

町
内
の
家
庭
か
ら
の
ガ
レ
キ

の
み
発
生
場
所
１
か
所
あ
た

り
お
お
む
ね
１
ｔ
ま
で
の
搬

入
と
し
て
い
る
。
新
し
い
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
神
河

町
の
よ
う
な
小
規
模
自
治
体

が
設
置
、
運
営
す
る
こ
と
は

適
当
で
な
い
と
判
断
し
て

い
る
。延

命
の
た
め
の
手
立

て
は
。

現
処
分
場
に
約
１
０
０
０

立
米
（
１
８
０
０
ｔ
）

の
ポ
ケ
ッ
ト
（
穴
）
を
作
る

予
定
で
あ
る
。
そ
れ
が
設
置

で
き
れ
ば
現
行
ル
ー
ル
の
搬

入
な
ら
理
論
上
は
50
年
間
ぐ

ら
い
は
延
命
で
き
る
が
、
向

こ
う
何
年
間
受
け
入
れ
を
継

続
す
る
か
は
地
元
と
協
議
し

な
が
ら
の
対
応
に
な
る
。

土
建
業
の
方
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
ガ
ラ
等
の
処

分
は
近
所
に
処
分
場
が
あ
る

が
、
瓦
の
受
入
れ
は
か
な
り

遠
隔
地
に
行
か
れ
て
い
る
。

１
ｔ
の
制
限
の
緩
和
は
ど

う
か
。鍛

治
区
と
大
河
区
と
の

覚
書
で
１
ｔ
ま
で
と
決

め
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
で

き
な
い
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
塾
の
開
設
を

婦
人
会
解
散
後
、
女
性

の
町
政
に
か
か
わ
る
場

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
町
の
各
種
審
議
会

へ
の
女
性
の
参
画
を
促
す
た

め
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
塾
を
開

設
し
、
行
政
に
積
極
的
に
携

わ
る
方
を
育
成
す
る
こ
と
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

男
女
が
社
会
の
対
等
な

構
成
員
と
し
て
政
策
・

方
針
決
定
に
共
に
参
画
す
る

こ
と
は
極
め
て
重
要
と
考
え

て
い
る
。
審
議
会
等
の
女
性

委
員
比
率
は
23
・
５
％
（
県

内
32
位
）で
県
平
均
28
・３
％

を
下
回
っ
て
い
る
。

　

女
性
の
社
会
参
画
へ
の
意

欲
と
能
力
を
高
め
る
た
め
情

報
提
供
や
学
習
機
会
の
提
供

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
予
算
で
少
額

で
は
あ
る
が
、「
男
女
共
同

参
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
の

契
約
を
行
い
、
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
等
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。

 

・
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
参
加

で
き
る
よ
う
に
、
無
料
託
児

所
の
開
設
の
必
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
住
民

対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま

す
が
役
場
の
女
性
職
員
に
も

別
仕
立
て
で
セ
ミ
ナ
ー
が
で

き
な
い
か
提
案
し
ま
し
た
。

吉岡  嘉宏 議員

Q◎空き家の定住促進住宅化の推進は
　◎ニガタケ処理場の今後は
　　◎女性リーダー塾の開設を
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埼
玉
県
の
中
学
校
で
の

教
員
切
り
つ
け
事
件
が

発
生
し
た
が
、
学
校
、
幼
稚

園
、
学
童
保
育
の
防
犯
対
策

は
。

教
育
長

非
常
時
の
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
警
察

と
協
力
し
て
不
審
者
対
応
や

防
犯
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
県
警
へ
緊
急
通
報
す

る
県
警
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
や
刺

股
（
さ
す
ま
た
）、
要
所
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
る
。保

育
所
や
公
民
館
活
動

で
の
防
犯
対
策
は
。

教
育
長

園
内
に
は
刺
股
、
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
入
口
の

門
扉
は
常
に
閉
め
て
お
り
、

施
錠
し
て
い
る
保
育
所
も
あ

る
。
公
民
館
は
不
審
者
の
対

応
に
未
整
備
な
と
こ
ろ
が
あ

り
、
防
犯
体
制
の
強
化
を
予

定
し
て
い
る
。

防
犯
対
策
の
課
題
点
に

つ
い
て
は
。

教
育
長

不
審
者
侵
入
の
未
然
防

止
を
図
る
た
め
、
門
扉
の
戸

締
ま
り
、
校
舎
内
の
見
回
り

の
強
化
、
教
員
や
児
童
生
徒

の
危
機
意
識
の
共
通
理
解
を

図
る
。
事
件
発
生
後
の
心
の

ケ
ア
も
専
門
家
等
と
の
連
携

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

中
学
校
の
屋
外
ト
イ
レ
の
設

置
に
つ
い
て
問
う

校
舎
外
の
適
切
な
場
所

に
男
子
用
、
女
子
用
、

障
が
い
者
用
の
ト
イ
レ
を
設

置
で
き
な
い
か
。

教
育
課
長

プ
ー
ル
横
に
校
舎
外
ト

イ
レ
は
あ
る
が
、
体
育
や
部

活
の
と
き
の
み
使
用
し
て
お

り
、
ま
た
障
が
い
者
に
は
対

応
し
て
い
な
い
。
以
前
か
ら

南
の
校
門
付
近
に
設
置
を
望

む
声
が
あ
り
、
場
所
や
給
排

水
設
備
に
つ
い
て
調
査
を
し
、

設
置
に
向
け
て
検
討
し
て
い

く
。

「
学
校
通
学
費
等
の
支
給
に

関
す
る
条
例
」
の
考
え
方
は
。

通
学
用
自
転
車
購
入
費

補
助
も
含
め
て
、
小
学

生
の
電
車
通
学
費
補
助
な
ど

保
護
者
の
負
担
軽
減
と
な
る

通
学
費
補
助
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
安
全
・
安
心
な
通
学
に

つ
な
が
る
施
策
と
考
え
る
が
。

教
育
長

小
学
生
の
通
学
は
、
令

和
４
年
３
月
に
通
学
距
離
４

㎞
以
上
の
児
童
を
対
象
に
、

バ
ス
通
学
へ
見
直
し
た
の
で

現
状
の
ま
ま
と
考
え
て
い
る
。

物
価
高
騰
の
中
、
保
護
者
へ

の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を

念
頭
に
、
中
学
校
の
通
学
用

自
転
車
購
入
費
補
助
を
提
案

し
た
が
、
先
の
議
会
で
は
否

決
と
な
っ
た
。
今
後
、議
論
・

協
議
す
る
こ
と
で
実
施
に
向

け
た
よ
い
方
向
を
見
出
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

持
続
可
能
な
町
施
策
の
方
針

を
問
う令

和
５
年
度
標
準
財
政

規
模
は
ど
の
く
ら
い
か
。

総
務
課
財
政
特
命
参
事

令
和
５
年
度
当
初

予
算
で
の
試
算
で
は
約

53
億
３
０
０
０
万
円
で
あ

る
。（
一
般
会
計
予
算
は

90
億
８
４
０
０
万
円
）。
税
収

が
増
え
て
い
か
な
い
の
で
令
和

８
年
度
に
は
予
算
額
を
70
億

円
か
ら
75
億
円
程
度
に
抑
え

て
い
か
な
い
と
収
支
均
衡
が

保
て
な
く
な
る
。

こ
れ
か
ら
財
政
規
模
は

縮
小
の
方
向
だ
が
、
当

町
の
抱
え
る
課
題
は
解
消
し

て
い
け
る
の
か
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
は
な
ら
な
い

か
。

総
務
課
財
政
特
命
参
事

重
要
施
策
へ
の
財
源
配

分
と
効
率
的
な
執
行
が
重
要

で
あ
る
。
国
か
ら
の
各
種
の

交
付
金
、
補
助
金
等
を
活
用

し
て
課
題
の
選
択
と
集
中
に

よ
り
、
課
題
解
消
・
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

A 小島  義次 議員

危機管理マニュアルを基本に、県警ホットライ
ンや防犯カメラ等を設置し、不審者対応や防犯
訓練も行っている。

Q学校・園（所）等の防犯対策は

教育長

ひとこと
住民が納得し、
安心できる
財政運営を

県警ホットライン
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旧
粟
賀
小
学
校
跡
地
が

公
園
・
図
書
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
に
決
定
し
た
経
緯

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

内
部
で
協
議
・
検
討
し

た
結
果
、
図
書
・
公
園
施
設

と
い
う
結
論
に
至
り
、
20
人

ほ
ど
の
地
元
検
討
会
に
諮
り

承
認
を
い
た
だ
い
た
。

去
年
８
月
の
委
員
会
で
、

年
間
の
経
費
を
試
算
す

る
と
３
０
０
０
万
円
ほ
ど
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
最

新
の
試
算
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

課
長

　

正
確
な
試
算
は
出
て
い
な

い
が
、
１
５
０
０
万
円
以
上

の
経
費
は
か
か
る
か
と
思
う
。

な
ぜ
神
河
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
最
新
の
図
面

や
情
報
を
掲
載
し
な
い
の
か
。

な
ぜ
オ
ー
プ
ン
に
し
な
い

の
か
。ひ

と
・
ま
ち
・
み
ら
い

課
長

　

現
在
、
詳
細
設
計
を
進
め

て
い
る
。
令
和
５
年
３
月
以

降
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

等
で
お
知
ら
せ
す
る
。

基
本
設
計
及
び
実
施
設

計
業
務
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
選
定
委
員
が
内
部
・
外
部

合
わ
せ
て
30
人
弱
。
な
ぜ
40

地
区
の
区
長
や
各
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
に
も
選
定

委
員
に
な
っ
て
も
ら
わ
な

か
っ
た
の
か
。

町
長

今
ま
で
に
閉
校
に
な
っ

た
小
学
校
跡
地
は
、
各
小
学

校
区
の
地
域
住
民
の
意
見
を

尊
重
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

選
定
委
員
は
地
元
区
中
心
に

選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

意
見
募
集
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
約
５
０
０
人
か
ら

回
答
が
あ
っ
た
。
神
河
中

学
校
、
神
崎
高
校
の
生
徒

４
４
４
人
。
神
崎
高
校
の
生

徒
な
の
で
半
数
以
上
が
町
外

の
方
で
あ
る
。
議
員
が
２
人
、

職
員
が
20
人
。

　

ま
た
、
広
報
か
み
か
わ
に

掲
載
せ
ず
に
、
防
災
行
政
無

線
、
税
金
を
使
っ
て
新
聞
折

込
チ
ラ
シ
な
ど
し
た
結
果
、

一
般
の
方
か
ら
は
40
人
だ
け

で
あ
っ
た
。「
愛
着
が
持
て

る
施
設
と
な
る
よ
う
広
く
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
」
と
い
う
の

は
、
失
敗
だ
と
思
う
。
こ
の

結
果
は
失
敗
か
、
成
功
か
。

町
長

順
序
を
追
っ
て
計
画
を

進
め
て
き
た
の
で
、
失
敗
で

は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

情
報
発
信
の
仕
方
は
様
々

で
あ
る
。
今
、
活
用
で
き
る

情
報
資
源
を
使
っ
て
情
報
発

信
に
努
め
た
。

公
園
・
図
書
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
が
で
き
る
こ

と
を
知
ら
な
い
町
民
や
、
で

き
る
の
は
知
っ
て
い
た
が

８
億
円
も
使
う
な
ん
て
知
ら

な
い
と
言
わ
れ
る
町
民
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
る
。

　

公
園
・
図
書
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
が
で
き
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
行
政
や
議
会
が

も
っ
と
町
民
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
力
が
必
要

だ
っ
た
と
思
う
。

　

知
ら
な
い
、
調
べ
て
い
な

い
町
民
が
悪
い
の
か
。

町
長

行
政
と
し
て
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

広
報
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

防
災
無
線
な
ど
を
活
用
し
情

報
発
信
し
て
い
る
。
や
る
べ

き
こ
と
は
や
っ
た
中
で
、
今

に
至
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
が
進
ん
で
い

る
の
に
、
な
ぜ
公
園
・

図
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に

こ
だ
わ
る
の
か
。

町
長

地
元
検
討
委
員
会
の
意

見
を
最
大
限
尊
重
し
、
計
画

を
進
め
て
き
た
。

　

若
い
世
代
か
ら
は
、
街
に

住
ん
で
い
た
ら
公
園
は
当
た

り
前
の
よ
う
に
あ
る
の
に
、

な
ぜ
神
河
町
に
は
な
い
の
か

と
い
う
多
く
の
意
見
が
あ
っ

た
。ひとこと

町民に優しい神河町を
みんなで作ろう！
思っていても、黙って
いても、言葉にしないと

伝わらない！

A木村  秀幸 議員

若者世帯の定住促進を考えたときに一番不足
している施設が、公園・図書施設であった。

Q旧粟賀小学校跡地整備 ( 公園・図書
コミュニティ施設整備 ) 事業について

町 長
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薫
風
爽
や
か
な
季
節
の
中
、

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
も
脱
マ
ス

ク
宣
言
に
よ
り
、
よ
う
や
く
平

常
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
な
気

配
が
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
３
月
定
例
会
は
１
件

の
附
帯
決
議
の
ほ
か
反
対
討
論

も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
お
む
ね

の
案
件
を
可
決・承
認
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
は
い

か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

い
よ
い
よ
新
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
信
頼
さ

れ
る
議
会
、
町
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
皆
様
に
分
か

り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
「
議

会
だ
よ
り
」
づ
く
り
に
努
め
ま

す
の
で
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（

松
岡
宣
彦
）

広
報
公
聴
活
動
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
藤
原
　
資
広

副
委
員
長
　
　
木
村
　
秀
幸

委
　
　
員
　
　
小
島
　
義
次

澤
田
　
俊
一

　
　
　
　
松
岡
　
宣
彦

　
　
　
　
栗
原
　
葊
哉

あ
と
が
き

　

第
12
回
は
、
若
畑
整
骨
院

を
営
ま
れ
て
い
る
若
畑
貴
裕

さ
ん
（
根
宇
野
区
在
住)

に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　

地
元
神
河
町
に
整
骨
院
を

開
業
し
て
約
10
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
問
診
を
大

切
に
し
て
施
術
を
し
て
い
ま

す
。
日
々
感
謝
の
毎
日
で
す
。

　

３
児
の
父
と
し
て
親
子
で

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
シ
ッ

テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導

に
も
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
指
導
者
と
し
て
の
活
動
は

　

25
歳
の
頃
、
中
学
校
の
バ

レ
ー
部
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
チ
ー
ム
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
と
な
り
、
現
在
は
、

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
日
本
代
表
の
柳
昂
志
選
手

（
加
東
市
在
住
）
の
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
身
体
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
と
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

　

週
に
３
～
４
日
ほ
ど
、
主

に
加
東
市
の
体
育
館
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
年
に
数
回

は
神
河
町
の
体
育
施
設
も
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
は
、

ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
く
ほ

と
ん
ど
の
日
が
２
～
３
人
で

練
習
を
し
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

必
要
で
す
。

　

２
０
２
４
年
パ
リ
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
向
け
て
柳

選
手
と
共
に
歩
め
る
こ
と
は

私
自
身
に
も
大
き
な
活
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

神
河
町
の
子
ど
も
達
に
伝
え

た
い
こ
と
は

　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
特

に
１
人
で
は
活
動
が
で
き
ま

せ
ん
。
誰
か
の
手
助
け
が
必

要
で
す
。
健
常
者
も
障
が
い

者
の
方
も
平
等
で
す
。
困
っ

て
い
る
方
が
い
た
ら
率
先
し

て
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る

心
が
豊
か
な
子
ど
も
達
で
い

て
ほ
し
い
で
す
。
自
分
の
こ

と
も
大
事
に
し
て
夢
を
叶
え

て
く
だ
さ
い
。
や
れ
ば
で
き

る
！　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
も

興
味
を
も
っ
て
く
れ
た
ら

も
っ
と
嬉
し
い
で
す
。

町
や
町
議
会
に
望
む
こ
と

　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
は
健

常
者
と
障
が
い
者
の
方
が
一

緒
に
楽
し
め
る
の
が
一
番
の

魅
力
で
す
。
こ
の
よ
う
な
全

て
の
人
が
楽
し
め
て
交
流
で

き
る
体
育
館
（
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
は
神
河

町
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
河

町
の
体
育
館
は
老
朽
化
し
て

耐
震
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
を
早
急
に
解
消

し
て
も
ら
っ
て
他
の
市
町
に

は
な
い
環
境
作
り
を
神
河
町

か
ら
進
め
て
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
整
備
さ
れ

る
公
園
を
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
「
誰
も
が
一

緒
に
遊
べ
る
公
園
」
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。

若畑貴裕さん

柳 昂
たか

志
し

さんと共に

取材日：3 月 15 日
取材者：澤田 俊一

第12回


